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第１回（仮称）小網代大橋 有識者合同ヒアリング 

議事録 

 

日 時：2023 年 10月 24日（火）10:00～11:30 

場 所：AP 横浜 RoomH （横浜市西区北幸 2-6-1 ONEST 横浜西口ビル 6F） 

 

出席者 

所属等 氏名（敬称略） 

構 

成 

員 

有
識
者 

東京農業大学名誉教授 中村 幸人 

東京工業大学教授 真田 純子 

行
政
職
員 

神奈川県県土整備局 横須賀土木事務所長 森尻 雅樹 

神奈川県県土整備局 道路整備課長 向原 浩和 

三浦市都市環境部長 堀越 修一 

随
行
者 

神奈川県県土整備局 道路整備課 平尾 淳 

三浦市都市環境部 潟岡 元一 

事
務
局 

神奈川県県土整備局 

横須賀土木事務所 

工務部長 塚本 周一郎 

工務部道路都市課長 小森 慶 

工務部道路都市課 

岩原 勇治 

河上 守 

大久保 美紅 

 

【議事要旨】 

これまでの経緯について 

 予備設計等、これまでの経緯について了承した。（中村先生、真田先生） 

 

デザインコンセプト(素案)について 

 外部景観については、小網代湾内からの眺望だけでなく、集落からの見え方等についても確認

することが望ましい。（真田先生） 

 橋脚と市道があまりにも近いと、橋の下を通る時の見通しが悪くなるため、ＣＧ等で検討し確

認・検討してほしい。（真田先生） 

 

色彩について 

 橋梁の色彩についてはコンクリート色（無着色）が良い。（中村先生、真田先生） 

 

歩道舗装について 

 舗装については特に意見無し。 

 

高欄について 

 高欄については特に意見無し。 
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投物防止柵について 

 投物防止柵についてはなるべく眺望を阻害しないようなものを検討していただきたい。（真田先

生） 

 城ヶ島大橋では眺望用やスマホ撮影用の窓を設置する工夫を行っており、そういった点も

参考に検討する。（事務局） 

 

照明について 

 可能な限り光源を少なくするとともに、明るさも抑えて、生物と生態系に対する影響を最小限

に留めて頂きたい。（中村先生） 

 

歩道・回遊性について 

 せっかく歩道を整備するのであれば、これまでできなかった回遊性が確保できるようにすると、

より積極的な地域貢献になると思う。眺望スペースとして橋梁上部に張り出しをつくるという

方法は、外部景観的にあまり好ましくない。４ｍの歩道内で収めた方が良い。（真田先生） 

 道路とは別に、藤ヶ崎半島付近へ休憩スペースをつくることも考えられるか。（森尻所長）  

 歩行者が回遊して眺望するという点で言うと、橋上の海側（相模湾側）が見えるような場

所にベンチを置いたりするのがいいかなとは思う。ただし、他の道路施設との兼ね合いな

どは要検討、景観の写真撮影が困難だと意味がなくなってしまう。（真田先生） 

 面積もあり、アプローチも良いため、身近なところで人と自然が共生していける場として

良いと思う。（中村先生） 

 本橋梁は優れた景勝地になることが考えられ、多くの人が訪れることとなった際に事故等が起

きないか懸念している。（中村先生） 

 

環境保全について 

 キンランは外生菌根への依存度が高く移植が難しい。菌根のあるコナラと一緒に植えることが

一つの可能性としてある。移植のときは、コナラの幼木と抱き合わせて移植すること、またコ

ナラはある程度光環境が良い所でないと育たないため、光環境の良いところに移植することが

重要である。（中村先生） 

 

再生計画について 

 この道路工事によって流出する水量が変化するなどの影響はないのか。（中村先生） 

 一番影響が少ないと思われる判断する場所に道路を計画している。（事務局） 

 森林植生の再生計画（資料２２ページの内容）については、事務局が考えた案で良い。（中村先

生） 

 潜在自然植生としてホソバカナワラビ－スダジイ群集との理解で良いと思う。（中村先生） 

 ホソバカナワラビ－スダジイ群集の植樹によってある程度森の形になってきた後、第２段階の

補植として、三浦半島から既に消えてしまった植物（イズセンリョウ、ハナミョウガ、ホソバ

カナワラビ、タイミンタチバナなど）を入れ、本来の自然の姿に戻すと非常に安定したこの地

の極相林の状態まで持っていけるのではないのかなと思う。（中村先生） 

 散策のための通路も設けて、子供たちの環境学習の場ができると、良い森になると思う。（中村

先生） 

 つる植物に対する防衛策として、常緑の木を植えた後、その周りに成長の早い、ハコネウツギ、

オオバヤシャブシなどの中低木でガードすることも考えられる。（中村先生） 

 潜在自然植生の再生にあたっては、地域の人も参加できるプログラムを考えられると良い。（真

田先生） 

 

その他 

 本橋梁について、将来的には三浦市の景観重要公共施設への指定を考えている。ついては、市
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の景観審議会で報告をさせていただきたいが問題ないか。（三浦市） 

 全てのヒアリングの完了後に、市の景観審議会の方に報告頂くということであれば問題な

い。（事務局） 

 

以上 
  


